
以上は増やせないかなというところがあり、
新しく新設するとすればあるクラブとクラブ
を統合させてまた新しいクラブという形で整
理していって、数はこれ以上増やせないかな
と。
他高専と比べると本校は多くもなく少なく
もない、ちょうど真ん中ぐらいの数なんです
が、確かに実は私も卒業生なのですが、昔に
比べると少なくなっているところはあると思
うんですけれども、現状適切に管理するとい
う意味では全体で 26 のクラブが今は適切に
管理運営できるというところで回しておりま
す。

【齋藤委員】
なぜこんなことを言ったかというと、割と
私も体育系なものですから、部活とかクラブ
活動の縦の線で就職、ないしはそれに誘われ
てとか、「あなた、どうですか」ということ
が割と社会に出てから多いのかなという気が
するんです。現役に指導したり接触したりし
たときに自分の会社にどうだろうというよう
な話が割とあるものですから、そういう話が
スポーツを通じてというのが結構あるので、
少し足りないのかなと思ったものですからそ
ういう話をさせていただきました。

【髙橋校長】
最初の質問のUターンの件で少し私から
コメントさせていただきます。４、５年前か
らやはりUターンで戻ってきている卒業生
が多いのではないかということで、少しずつ
ではありますけれども各企業にデータを見せ
てくれるようにお願いをしております。まだ
数は十分ではありませんが、やはりかなりの
数がいるみたいです。それが分かりましたの
で、本校のホームページに卒業生のための欄
というのがありまして、そこをクリックする

とUターン情報が出てくるように４、５年
前からしております。あと山形銀行さんと連
携をさせていただいて、山形銀行さんが、Ｏ
Ｂで県外に出ている方々の戻ってきたいとい
う情報があったときにそれを優先的に斡旋す
るような仕組みを作って連携しながらなるべ
くこちらに卒業生を戻すような仕組みづくり
はさせていただいております。

【齋藤委員】
よく分かりました。ありがとうございます。

【早坂委員長】
熱心なご意見どうもありがとうございまし
た。
少し休憩を取りたいと思いますので、午後
３時から再開させていただきたいと思います。
どうぞよろしくお願いしたいと思います。

（　休　　　憩　）

【早坂委員長】
では、第２部の方にまいりたいと思います。
続きまして、基準４の方につきまして、田
中事務部長からよろしくお願いいたします。

【田中事務部長】
事務部長の田中
から説明させてい
ただきます。よろ
しくお願いします。
本校の財政基盤
と管理についてご
説明いたします。
まず本校の財政
基盤でありますが、
本校は独立行政法人国立高等専門学校機構の
構成機関であります。したがいまして、全国
の 51 ある国立高専をまとめている高専機構

田中 基久
事務部長
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本部から各高専に対して予算として運営費交
付金が配分されます。配分は各高専の規模、
例えば、学生数や教職員数に応じて配分がな
されます。この原資は、主に 51 高専の入学
検定料または入学料、授業料と国（文部科学
省）からの交付金を財源としております。国
からの交付金は、文部科学省と財務省の方針
で、高専機構全体の交付金から毎年１％が
効率化係数として削減されております。その
ような状況であっても、本校の当初配分予算
（事業費）は約 2 億 3,000 万円で、前年度と
ほぼ同額でした。
この予算について、本校の将来構想・戦略
会議で「予算配分方針」を定め、校長が議長
を務める運営会議での審議を経て、最終的に
校長が決定し、教員会議や学科会議等で教職

員に周知しています。
なお、予算配分について具体的には、共通
経費、教育・研究経費、教育研究支援経費、
一般管理費の４区分に分類して配分します。
全体的に前年度比５％削減として配分しま
したが、本校の目的を達成することを念頭に
置いて予算を柔軟に執行することとし、教育
研究上、特に必要とされる教育・研究経費に
ついては、学生に行われる教育の質の保証及
び研究の活性化という観点などから予算配分
は前年度と同額といたしました。
また、今年度は、新型コロナウィルス感染
症予防対策に掛かる経費が必要となりますの
で、予算配分を前年度比５％削減に加えて、
関連性のある業務を集約するなどの業務の効
率化や競争性を確保した契約の推進、外部資
金の積極的獲得など、予算を節約するための
努力も行っております。
特別教育研究経費についてご説明いたしま
す。高専機構では時代に即した「新たな高専
高度化モデル事業」として、「Society5.0 型
未来技術人財」育成事業を 2020 年 4 月から
進めており、本校は、高専の高度な研究を通
じて優れた技術を持つ人間を育てる事業
「GEAR5.0」のマテリアル分野に採択されま
した。
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また、各高専のニーズに応じた機動的な取
り組みを推進するための経費として、高専機
構本部へ申請し、採択により認めてもらう「特
別教育研究経費」がございます。本校では事
業費として 926 万 5,000 円が採択されており
ます。なお、これとは別に学習環境の改善と
して別途経費が採択されております。後ほど
説明する施設・整備と併せてご説明させてい
ただきます。
外部資金の獲得についてご説明いたします。
本校では各種競争的資金の公募情報について、
メール等で学内に周知するとともに、科学研
究費補助金を獲得するために「学内外講師に
よる教職員向け説明会」を実施するなど、採
択件数の増加に努めております。
令和２年度の科学研究費助成事業（科研費）

については、約 2,540 万円を獲得することが
できました。なお、昨年度 3,170 万円でした
が、調べますと採択件数は、ほぼ同件数であ
りましたが、個々の採択された金額が少額で
あったため全体採択金額が減少したものと聞
いております。研究に必要な経費を要求する
ことになりますので、過分にいただいてもお
返しすることになりかねません。そういう意
味では、科研費は年ごとに採択されるのが厳
しくなっている状況にあると伺っております
が、本校においては今年度の採択件数が昨年
度とほぼ同件数の採択であったということに
関しては、昨年同様に頑張った成果であった
ということになると考えております。
政府系外部資金の主なものとして NEDO
から 2,200 万円、（国研）農業・食品産業技
術総合研究機構から 2,000 万円、AMED か
ら約 9,900 万円を獲得しております。
また、寄附金については、外部資金として
の重要な要素の一つであり、主なものとして、
K-ARC 拠点化推進協議会様から 200 万円、
公益財団法人村田学術振興財団様から 300
万円のご寄附をいただいております。
施設整備についてご説明いたします。本校
の教育研究組織運営及び教育課程実現のため
に、本校には、高等専門学校設置基準を満た
した校地、校舎、機械実習工場、運動場、体
育館等の各施設が整備されております。それ
ぞれの施設には教育・研究に必要な設備も設
置されているほか、運営交付金による一般設
備費・教育研究設備維持管理費により各学科
の中心となる設備の整備もしております。な
お、各施設には不動産供用責任者、不動産供
用補助者を置き、日頃から安全面を含めた管
理を行うとともに、全校的な見地から安全衛
生・環境保全委員会において、月１回は実験・

40



実習室及び研究室等の作業環境点検のチェッ
クを行っており、常に教育研究が安全に行え
る環境を整えております。

また、バリアフリー化についても、建物の
数箇所の入り口に、スロープを設けるなどの
配慮をしているほか、エレベーターを設置す
るとともに、各トイレには身障者用トイレを
設置しており、車椅子でスムーズに移動がで
きるように対応しております。
施設整備の概算要求については、施設委員
会、将来構想・戦略会議で全校的な見地から
審議をしまして、高専機構本部に概算要求を
し、予算の確保を行っております。また、特
別教育研究経費による学修環境の改善も行っ
ております。
現在は、令和元年度の補正予算で、寄宿舎
第２寮改修工事と令和２年度予算配分として
第２体育館の床の改修営繕工事、補正予算に
よる機械実習工場に女子トイレを新設すると
ともに、構内ネットワーク改修工事を実施し
ております。
財政基盤の最後に会計監査についてご説明
いたします。監事監査や高専機構本部職員と
本校事務職員による内部監査をそれぞれ実施
しております。さらには、他高専の会計担当
による相互会計内部監査も実施しており、財

務に対して不正が起こらないように、また起
こさない万全な体制で取り組んでおります。
管理運営についてご説明いたします。本校

の目的を達成するために、校長及び副校長（教
務、学生及び寮務の各主事）が置かれ、校長
の命のもとに責務を遂行すべく、それぞれの
役割が学則や内部規程等に整備されておりま
す。また、必要に応じて各種委員会等が設置
されており、それぞれの委員会で検討した結
果につきましては、最終的には校長を議長と
する運営会議で審議され、校長が最終決定を
行っております。校長のリーダーシップのも
とに本校は運営しております。例えば危機管
理については、危機管理規程を整備してリス
ク管理室を中心とした危機管理体制を確立し
ております。また、実際に危機事象が発生し
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たときには危機対策本部を設置し、高専機構
本部と連携して危機管理にあたる体制となっ
ております。その他、緊急時に対応するため
に、教職員の組織毎に緊急連絡体制や緊急連
絡網を整備しているほか、学生の安否情報を
迅速に集約するための安否確認システムを令
和元年度から導入しております。なお、今年
度は安否確認システムのメール機能を活用し、
学生への緊急連絡として、本学における新型
コロナウイルス感染症予防対策の情報提供を
行いました。また、「Office365…Forms」を用
いて、学生及び教職員の朝夕の検温と体調の
報告を行っていただくための「体調管理シス
テム」の構築を行いました。
積極的な情報発信についてご説明いたしま
す。本校の組織、学生数、就職状況など各種
データ等を掲載した学校総覧や教員の教育研
究分野や略歴等を紹介する研究者紹介冊子、
学校の活動状況を紹介する広報誌などを発行
し、関係機関に配布するとともに、それらを
本校のホームページにおいても掲載して広く
情報発信を行っております。また、マスメデ
ィアの積極的な活用を図り適宜記者発表を行
い、定期的な記者懇談会も開催しております。
また、SNS を活用してメールマガジンの発
信を行うとともに、今年度は特にホームペー
ジに本校における新型コロナウイルス感染症
予防対策情報や緊急連絡を掲示しております。
また、新しい試みとして動画で校長ビデオメ
ッセージ「コロナ禍における本校の方針」を
発信いたしました。その他にも市民サロンや
シンポジウム等も行っており、これらを通じ
て、本校の活動や教育・研究成果に関する情
報を分かりやすく社会に発信しています。
教職員の資質向上についてご説明いたしま
す。教員の資質向上のために「研究奨励教員

制度」と「先端教育推進教員制度」を設けて
おります。これらは研究活動の活性化、教育
プログラムを円滑に推進し行えるようにする
ために、担任や課外活動の顧問等の業務を一
部軽減することとしております。なお、これ
によって他の教員に負担が掛かることがない
ような配慮をしております。例えば課外活動
につきましては、非常勤講師という形で指導
者を別に雇って指導をしていただくことによ
って、教員の負担が軽減されるということで
ございます。

また、教員組織の活動を活発化するために
公募により、教育経歴及び多様な背景を持つ
教員の採用。例えば、他大学や民間企業経験
者などを採用しております。更には、女性教
員の割合にも力を入れており、女性教員の割
合の向上による男女比率等への配慮に基づい
た教員組織となるように努めております
また、事務職員については、山形大学（国
立大学）等と人事交流を推進しており、他機
関を経験することにより、本校における教育
活動を展開するに必要な多種多様な経験と知
識や景観を備えた事務職員を育成し、教育支
援が適切かつ的確に行える事務職員の資質向
上に努めております。
その他教職員の能力開発については、教員
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も事務職員も研修会等に積極的に参加してい
ただくことを進めております。また、本校で
もＦＤ研修を行っており、特にコロナの関係
もございましたので「遠隔授業オリエンテー
ション（遠隔授業を行うための研修）」を実
施しました。延べ 178 名の教職員が参加し
ていただいたというところでございます。

その他「メンター制度」や「ＳＤ研修」を
実施・運用するための規則等を整備したとこ
ろでございます。
私からの説明は以上でございます。ありが
とうございました。

【早坂委員長】
ありがとうございました。
続きまして、基準５・６・７の三つを一緒
に神田教務主事からよろしくお願いいたしま
す。

【神田教務主事】
では、今ご紹介いただきましたように基準
５・６・７について、神田からご説明申し上
げます。
こちらのところは先程同様にまた教務的な
内容になりますので、全部説明申し上げます
と時間がいくらあっても足りませんので、お
手元の自己点検・評価表の５・６・７のとこ
ろの青字で記載の現状の確認のところを後で

ご確認いただいて評価いただければと思いま
す。私の方からトッピクス的にポイントを押
さえた話をさせていただきたいと思います。

基準５では、教育課程が体系的に編成され
ているかというところを問われているところ
になります。こちらご覧いただいて分かりま
すように、高専はくさび型教育と言われてい
まして、学年進行につれて専門科目が増えて
まいります。こちらの本科１年から５年、専
攻科１年から２年になりますけれども、低学
年から高学年に進むにつれて専門科目が増え
ていくくさび型教育、これが非常に適正に編
成されています。
また、本校の教育の特徴をいくつか申し述
べたいと思います。国語教育への取り組みで、
今盛んに言われています「深い学び・対話型
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の学び」というところを国語教育で非常に積
極的に導入しております。グループワーク、
レポート作成とかプレゼンテーションを１学
年から導入しています。課題解決型学習、「調
べる」学習、さらにタブレットを使用したポ
スター製作、またさらにエントリーシート作
成など、１年生から実践的な授業を国語の教
育科目で導入しております。

続きまして、先程来話題になっていました
英語になります。以前から本校でも英語はと
にかく強化しなければならないということで、
このように読む・聞く・書く・話すについて、
それぞれ到達目標を掲げて、英語教員がその
到達目標に対してこのように実施スケジュー
ルを立てて取り組んでおります。１年時から
５年時に至るまでそれぞれ到達目標を立てて、

具体的には英検が何人達成するとかTOEIC
何人達成するというのを毎年度評価しながら、
この達成に向けて英語教員、本校に４名おり
ますけれども力を合わせて取り組んでいると
こでございます。
あと特徴ある教育としては先程来話題が出
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ていました CO-OP 教育、地元密着型の就業
型の研修となります。また、連携講座という
ことで地元企業、また寄付事業を設けている
方と連携している講座を設けています。また、

プロジェクト研究ということで、先程一例あ
りましたが、教員と学生が数々のプロジェク
トに参加したり、企業技術者による授業もア
クティブラーニングという形で導入を進めて
おります。
こちらについては１年生で地域コミュニテ
ィ学という座学、座学というかアクティブラ
ーニングに近いのですが、とにかく仕事を知
ってもらおう、地元を理解しようということ
で、１年生に対しては居住する地域の特色や
地域の課題、将来性に関して議論する講義を
設けています。その中では校長先生による講
話とか鶴岡市の産業について知ろうとか鶴岡
市のまちづくりについてみんなで議論しよう
というところを、とにかく地元や地域を知っ
てもらうところから始めようということで地
域コミュニティ学という科目を一つ設けてい
ます。
あと、こちらが本校の特徴的な科目の一つ
ですが、専門科目ではなかなか身につけられ
ない「技術者倫理」、「知的財産」、「アントレ
プレナーシップ」、「キャリアプラン」などを

総合的に身につけましょうということで一学
年 160 人が一緒になる。さらに、それが２

年から４年まで学年縦断型で行います。です
から、一学年一緒で 160 名、さらに縦断型
でするので、新アクティブラーニングで４年
生が２年生の授業をファシリテーションした
りとか、いろんな試みをこの中で行っていま
す。今回の前期の遠隔授業でも、遠隔授業の
中でグループワークを行ったりして、非常に
本校の特徴ある授業の一つになっていて、そ
の中からいろんなコンテストに参加したりも
しています。
次は、先程校長の冒頭の挨拶にもありまし
たように、本校では地元の企業の経営者の方
等からご講演いただいて、トップサイエンテ
ィスト講義等を行っています。
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こちらの地域密着型 CO-OP 教育というこ
とで、平成 24 年より開始したものとなりま
すが、企業と学生と教育プランが一緒になっ
て就業体験型のものを実施しております。非
常に多くの企業からお声がけいただいて、20
名弱の学生がこの CO-OP 教育を通して地元
企業に就職しております。

さらに、これは新しい試みなのですが、高
専も今設置基準が変わりまして実務技術者も
みなし教員ということで企業技術者、企業の
方をどんどん教員として採用していこうとい
う動きがあります。その先鞭となると思うの
ですが、教員が持っている力に加えてさらに
地元企業、先端企業の方から直接学生に講義
をしていただくものを今考えております。リ
カレント教育として産学共同で社会人人材の

育成も目指しております。
これは授業改善の取り組みということで、
ここだけ文章でポイントがずれるのですが、
こういったプログラムをきちんと学校で組織
的に行っているかというところはしっかりと
先程の組織図に基づいて学校で協議しながら
進めているという内容になります。その授業

改善の取り組みとしては、先程事務部長も申
し上げたとおり、このような様々な研修会を
通して、またアンケートを通して授業改善の
取り組みを行っています。

授業形態、学習指導法が整備されているか
というところは、このようにクラスで授業を
行い、オフィスアワーを設けて学習支援を行
っています。設備としては情報処理でパソコ
ンが使えるクラスが全校で３クラスございま
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す。また、一堂に会する視聴室があって、さ
らに全教室冷暖房完備になっていて環境整備
を進めています。こちら図書館でも個別デス
クで快適な勉強が可能になるなど学生の学習
支援に努めております。
アクティブラーニングの導入ということで、

先程も技術者ネットワーク様とのワークショ
ップの話もありましたが、それ以外にも地元
企業と一緒になってワークショップを開いて、
それからどんどん企業と本校教職員と学生が
一緒になって地元でモノ・コトづくりをして
いきたいと思っています。

こちらの学習支援体制、先程学生主事の小
野寺から詳細な説明がありましたけれども、
冒頭、早坂委員長から現在どのような学習支
援がなされているかというお話もございまし
たが、確かに今メンタルが大変な学生が増え
ています。その中で非常に学生に対する不安、
成績不振に対する不安を抱えている学生が多
いので、本校では月、水、金とフリースペー
スを設けて教員とティーチングアシスタント
が付いて支援する体制を強化しております。
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また、少しかたい話になるのですが、成績
評価・単位認定及び卒業認定が適切に行われ
ているかというところになります。これは省
略してしまったのですが、本校でしっかり試
験成績を保存して進級判定会議、卒業判定会
議等で判断をして認定しております。

続きまして、基準６「準学士課程の学生の
受入れ」、今度は受け入れ側の話になります。
こちらが先程話題になったアドミッショ
ン・ポリシーになります。こちらについては
学生募集要綱に記載する中で入試委員会と運
営会議により入学者を決定しております。受
入検証としては、本校に志願者確保マーケテ
ィングチームというのがございまして、年々
このように山形県の中学３年生が減る中で、
本校はおかげさまで右肩上がりで現在志願者

の確保はできております。これからもさらに
力を入れてこの志願者の確保に努めて、さら
に優秀な学生を送り出していきたいと思いま
す。本校では山形県のみならず、近県の宮城
県、新潟県等にも中学校訪問を実施しており
ます。
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こちらは適正化というところで、本校は定
員 160 名で下回ったこともなく超えたこと
もないということで適正に運営をされていま
す。また、推薦選抜については面接方法、口
頭試問も入試委員会で改善を図っているとこ
ろでございます。

続いて、基準７「準学士課程の学習・教育
の成果」で、ディプロマ・ポリシーの話にな
ります。こちらは冒頭で話題を出させていた
だいたディプロマ・ポリシーに沿った学生が
本校から本当にアウトカムとして出ているの
かというところは問われているところになり
ます。こちらについても文章だけで申し訳な
いのですが、成績評価等で体制が整備されて、
教員会議等の議を経て取得単位一覧等を確認
した後、卒業判定会議を行っています。

こちら最後のスライドになりますが、卒業
時学生を対象としたアンケートと卒業生を対
象としてアンケートの実施になります。字が
小さくて見えづらいですが、数学、自然科学
の基礎学力と実験・実習による実践力の評価
が高い。卒業前後の充足率がいずれも 90％
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以上で高い充足率を示しているのですが、論
理的表現力と英語力についての評価は芳しく
ないということで、こちらも本校の課題とし
て、卒業時、本当に先程来話題が出ている英
語力についてもしっかりと自信を持った学生
を社会に送り出していきたいと思っておりま
す。

これが卒業後の進路ということで、こちら
は先程の学生主事の小野寺の資料と重複しま
すので割愛させていただきます。

基準５・６・７については足早でしたが以
上で終わります。ありがとうございました。

【早坂委員長】
どうもありがとうございました。続きまし
て基準８について、渡部専攻科長からよろし
くお願いいたします。

【渡部専攻科長】
それでは、基準
８についてご報告
いたします。
基準８におきま
しては観点が三つ
ございます。まず
一つは、教育活動
の視点として、カ
リキュラム・ポリ
シーに基づいて専攻科課程としてふさわしい
授業形態、学習指導法等が採用されて、適切
な研究指導等が行われているかということ。
もう一つはカリキュラム・ポリシー、ディプ
ロマ・ポリシーに基づいて成績評価、単位認
定及び終了認定が適切に行われているかとい

渡部 誠二
副校長・専攻科長
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うところが８－１の観点になります。
まず教育課程・授業形態でございます。一
番上に赤い文字で広い視野を持ち、多様な価
値観を理解できる能力という言葉が書いてあ
りますが、これはカリキュラム・ポリシー及
びディプロマ・ポリシーにおける方針になっ
ております。この能力を身につけてもらうた

めにまず社会や環境に対する問題意識と倫理
観を涵養すると。そのために環境化学や技術
者倫理を設けております。この写真でござい
ますが、これは昨年の 10 月に第１回技術者
倫理ワークショップということで、技術士の
方からご指導いただきまして、この鶴岡市の
研修会で対話型の授業を行っております。そ
れから環境地理学特論や日本学特論などの教
養を設けております。それと先端的な話を勉
強するということで、総合技術論ということ
でドローンの現状等のこういった JAXAか
らの講師をお呼びして先端の講義も行ってお
ります。
それと、大事なのがここの他分野の専門基
礎や実験技術を体験する、身につける、勉強
するということになります。これは見方とし
ては、応用化学コースと機械・制御コースは
電気系の科目実験を体験する。それと電気電
子・情報コース、機械系によっては化学系の

科目実験、応用化学と電気電子・情報コース
は機械系の科目実験を他の分野ということで、
それを体験・勉強するということになってお
ります。これらは必修科目となっております。

続きまして、自ら考え計画し、能力を総合
的に発揮して問題を解決できる能力というこ
とにつきまして、これはグループワークによ
る課題発見と解決ということで実践的デザイ
ン工学実習というのがございます。これは実

際に現地でどのような問題が起きて、それを
解決するためにどういう解決方法があるのか
ということを学校の方でまず十分に検討した
上で、それで現地に赴いて、自分たちの設計
したもの、作ったものでその問題解決を図る
というようなものになります。この二つの写
真は飛島でのごみの収拾を行っているところ
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です。
もう一つ、各専門に分かれて、創造工学実
習ということで問題を解決するということで、
問題を解決するということで、ここに一つの
例があるのですが、問題というよりもこれは、
坂道の坂の角度を自動で検知して自動的にギ
アがチェンジする、そういったものを自分た
ちで仕組みを考えて実現したというものにな
っております。
次に三つ目になりますが、専門分野に加え
て基礎工学をしっかり身につけた生産技術に
関わる幅広い対応力を見つけるということで、
研究を通してということになります。令和元
年度の学生の発表件数が 48 件、国際会議等
がそのうち 12 件、国内学会が 36 件です。
各発表、これは日本MRS 年次大会で賞をい
ただいたときの写真です。あとこれは専攻科
研究Ⅰで発表したときのポスター賞、あとは
国際会議で発表したときの様子を表した写真
になります。

さらに四つ目として、英語力を含めたコミ
ュニケーション力ということで、海外留学を
通して英語力を身につけることができるとい
うことです。令和元年度は途中からコロナの
関係でいろんなプログラムがなくなりました
が、学校全体の 14 名のうち２名、専攻科か

ら行っております。１名がニュージーランド、
これは男子学生です。もう１名がタイへ、女
子学生が留学に行っております。それとここ
には英語力強化について書いてあるのですが、
内容を英文で書いたり、あとはプレゼンのパ
ワーポイントを英語で作成したりしておりま
す。あとTOEIC でございますが、これは義
務化しております。今の２年生、令和２年１
月のTOEIC のスコア、最高点が 620 点、最
低点 305 点となっております。目標は全員
が 450 点クリアを目標にしております。平
均は 409 点となっております。
それと、成績評価・単位認定・修了認定に
つきましては、カリキュラム・ポリシーに基
づいた成績評価・単位認定を基準として、専
攻科委員会において修了認定について作成し、
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あとそれらについて新入生ガイダンス等で学
生に周知しております。修了に必要な要件と
してここに単位数を書いています。こういっ
たことを説明しております。
続いて、観点のみです。これはアドミッシ
ョン・ポリシーに沿って適切に運用されて、

適正な数の入学状況であるかということです。
アドミッション・ポリシーにここに三つ記載
してありますので、これはご覧いただければ
と思います。

それで、専攻科への入学者選抜方法は推薦・
学力・アドミッションオフィス、社会人推薦
選抜、この四つの選抜方法をとっております。
その専攻科の入学定員と実入学者数という
ことで、平成 28 年から令和元年までのデー
タを示しております。年によって変わります

が、その入学定員充足率の最高が 1.43、最低
が 1.0 ということで、この４年間の平均が
1.20、文部科学省の方では大体 1.3 以下とい
うことが言われておりますので、適切に運用
されているということが分かると思います。

続いて、観点の三つ目です。これが最後に
なりますが、これはディプロマ・ポリシーに
照らし合わせて、学習・教育・研究の成果が
認められるかということです。そのディプロ
マ・ポリシーですが、ここに青く四つありま
す。これは最初に言いました、８－１での赤
い文字で記したそれと全く同じになっており
ます。
修了生就職先アンケートの結果でございま
すが、この赤い丸が専攻科生としてしっかり
と身についているなとこちらの方で見ている
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ところですが、その一つに技術的基礎知識、
あとは誠実さ、チームワーク力、行動力、専
門知識、協調性、コミュニケーション能力と
いうことで、これに関しては十分にディプロ
マ・ポリシーに沿って備わっているというふ
うに考えております。

それから、ディプロマ・ポリシーから見た
教育成果として就職の状況です。就職は本科
と同じ学校推薦を基本として、支援体制も同
じでございます。令和元年度の倍率が 63％、
これは基準３でも話がありました。内定率が
100％、そのうちの県内就職率が 20 から 30
％です。これは５年間のデータですので、こ
こは幅があります。青い会社が令和元年度入
社した会社になります。

今申し上げた５年間の就職率・進学率は
100％になっております。それと５年間の専
攻科生修了生の就職者数の平均が約 77％と
なっており、この残りの 23％が進学という
ことになります。その大学院への進学でござ
いますが、令和元年度は４名進学しておりま
す。進学先は東北大学、東京工業大学、北海
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道大学、長岡技術科学大学の４校となってお
ります。

最後に学位取得率ということで、平成 27
年から令和元年のデータです。平成 27 年は
残念ながら１名取得はしておりませんが、取
得率は 96％、平成 28 年度以降は全員が学
位を取得して修了しております。以上からデ

ィプロマ・ポリシーに沿った学習・教育・研
究の成果が認められていると判断できると思
います。以上です。

【早坂委員長】
どうもありがとうございました。続きまし
て、選択的評価事項Ａ、選択的評価事項Ｂに
つきましては、上條地域連携センター長から
ご説明をお願いしたいと思います。

【上條地域連携センター長】
それでは、選択
的評価事項Ａ・Ｂ
につきまして、地
域連携センター長
の上條から報告さ
せていただきます。
資料は令和元年
度の報告というこ
とでしたので、先
程から出ておりま
す今年の令和２年度の話も少し口頭で混ぜて
説明させていただきます。
まずＡの項目についてですが、こちらは研
究体制及び支援体制が整備され、機能してい
るかということになりますが、こちらに示し

上條 利夫
副校長・地域連携センター長
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ますように地域連携センターの規程を設けて
おりまして、規程に基づき活動を進めており
ます。

実際の組織の体制になりますが、研究・地
域連携担当の副校長、その下にセンター長、
並びに三つの部門、地域連携部門、人材育成
部門、K-ARC 部門という、それぞれ部門長
を配備してその下に部門員、並びに構成員と
いう形で運営を進めております。特にこちら

のK-ARC 部門についてですが、少しお話が
これまでも出てきましたが、全国の高専の研
究拠点になるということを目指して、現在は
全国的にも知名度というのも浸透してきてお
りまして、外部資金も大型の結果が繋がって
きているというところであります。こういっ
た形でK-ARC、鶴岡市のメタボロームキャ

ンパスの方にありますサイエンスパーク内で、
今年は５部屋で運営を行っております。

最近重点的に行っております内容といたし
ましてはエネルギー系のデバイス、特に本校
の研究力のベースになっているところといた
しましては、マテリアルといった材料を作り
出すという技術が特許であったり学術論文で
あったりというところでの業績がありますの
で、そういった研究のコア・コンピタンスと
いうところをしっかりと持って、それに向け
て新たな外部資金を取るということを進めて
おります。最近特に力を入れてきましたのは
こういったエネルギー系のデバイス、本校の
学校だけでなく、大学や国立研究所などの外
部機関と連携して研究を進めてまいりました。
先程事務部長からも説明がありましたが、
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国立研究開発法人のNEDOというもので今
年は大型の外部資金の採択に繋がっているこ
とと、もう１点、同じ国立研究開発法人の
AMEDの医療機器開発研究機構からの外部
資金獲得に繋がってきております。そういっ
た外部資金を獲得するために、毎年K-ARC
シンポジウムといった形でメタボロームキャ
ンパスにあるレクチャーホールにて、外部と
のネットワークを強化するために講演のシン
ポジウムの方を開いております。

本年 2020 年も去る 11 月 19 日に、今年は
コロナ禍ということもありましたので人数を
50 名に制限させていただいて実施させてい
ただきました。毎年このような形で新たなネ
ットワーク、あとは外部資金をとるための基
盤を作るという取り組みを行っております。
学内に向けましては、やはり年々運営費交
付金が削減されている中、それぞれの教員は
研究費を獲得して、各研究活動を充実させる
ということを進めておりまして、一番のメイ
ンとなりますのは科研費の獲得ということで、
毎年本校では「科研費特別セミナー」という
ものを実施しております。昨年度は山形大学
から古川先生、審査員も何度もされている先
生に来ていただきまして、それぞれの科研費
のコツ、また審査員の観点からといったとこ

ろで書類の作成についてのお話をいただいて
おります。こういった甲斐もありまして、最
近では、基盤研究Ｃのように個人で行う小規
模の研究から一歩進んだ、グループを組んで
実施する総額 2,000 万円規模の基盤研究Ｂの
獲得にも繋がってきております。
実際に本校の外部資金獲得の実績ですが、
これは昨年度のデータになりますが、北海道
の四高専と東北地区にある五高専の計九つの
高専からなる第１ブロックの中でも、教員１
人当たりの金額が、昨年はちょうど 40 万
3,000 円ということで、この中でもトップを
とっています。研究の外部資金をとる研究力

を示すというところでの一つの目安になる数
字ではないかなと思っております。今年度は
大型の外部資金もとれてきたということもあ
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りますので、おそらく全国の高専で見ても、
もしかしたらトップに繋がるかもというとこ
ろで今集計が出てきております。大体本校の

外部資金をとる数値ですが、年間１億円程度
の外部資金は毎年必ず獲得できているという
ような状況ではあります。
少し先程校長から話が出てまいりましたが、

「高専生サミット」と言いまして、やはり高
専教育の売りは何かと言いましたら、１年生
15 歳のときから研究活動をすることができ
るということが他の教育機関で実施できない
大きな強みです。本校はこちらの高専生サミ

ットと言いまして、15 歳から自分のやりた
い研究というものにテーマを設定し、そこに
先生に担当いただいて、独自の研究を進める
ということをしております。低学年生ですと

本当に研究の基礎的な情報を集めるというと
ころでとどまってしまうのですが、高学年の
３年生４年生ぐらいになっていきますと、本
当に卒業研究顔負けの内容の研究をしており
ます。その中でも、発表が優秀だと認められ
た学生には、日本MRS 学会という日本の材
料系の学会で一番大きな学会があるのですが、
そちらで招待講演を行うことができます。本
当に日本の第一線で活躍する研究者も参加す
る招待講演なのですが、学生が高専生サミッ
トで獲得した賞の内容について講演ができる
ということを現在も続けております。ただ、
今年の 2020 年も夏の時期に高専サミットを
実施したかったのですが、やはりこのコロナ
禍ということもありまして、今年度は夏の開
催を見送っておりまして、３月の春の時期に
オンラインでできないかというところで今検
討を進めている状況です。
続いて、企業からの技術相談を受けて研究
に繋げよう、特にできるだけ直接企業の技術
者の方と話ができる機会を設けたいというこ
とで、昨年度からは口頭発表の数を減らして、
その代わりポスターで、なるべく対面で向き
合って話をした方がいろんな技術交流ができ
るのではないかということで技術相談会を進
めて参りました。しかし、これもコロナの問
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題が出てきてしまいまして、本当は対面でで
きるだけ密にやりたかったという思いと反す
る形の状況にはなっていきましたけれども、
今年はこの対面のやり方ではなく、逆に今年
はオンラインの、動画コンテンツを作成する
技術というのが教員、職員ともにできており
ますので、自分の研究内容というものを動画
コンテンツとして作成しまして、それを企業
の方に配付して、興味を持っていただいたら
声をかけて一緒にやっていくということがで
きないかなということで今進めているところ
ではあります。
学術交流といたしましては、昨年のときに
は東北エプソンさんとこういった包括の研究
推進に関する協定の締結も行いまして研究を
進めております。

もう一つ、地域貢献活動に関して、であり
ますが、こちらで適切な地域貢献活動が行わ
れてその成果が得られているかというところ
の項目になりますが、毎年その貢献というこ
とで取り組んでおりましたのが「訪問実験」、
「科学フェスタ」、「市の産業まつり」での科
学実験にずっと取り組んできました。ただ、
こちらの産業まつりに関してだけはどうして
も今年の出展は叶わなかったのですが、こう
いった出前訪問実験という形で中学校に行く

こと、科学フェスタも人数の制限を設けて行
うという形で、今年度のコロナ禍の中でも実
施しております。

こちらの市民サロンでは、市民に対して最
新情報を分かりやすく提供するということの
話をしているのですが、毎回年３回しており
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ますが、40 名強の方が参加してくださって
おります。その他、企業関係者に向けにイブ
ニングセミナーというのを開催しておりまし
て、４回目の３月のときはコロナのために中
止となりましたが、こういった形で市民に向
けて、あとは技術者に向けてという講演を進
めております。その他、外部資金の事業でも

取り組みを行っておりまして、女子中高生の
理系選択支援プログラムという取り組みなど
も進めてきております。
最後になりますが、地域企業の訪問を積極
的に行いまして、地元企業のことを知ってい
ただくということを市の商工観光部と連携し
ながら活動などをしております。最後に
CO-OP 教育、昨年度よりは単位数（最大４
単位取得可能）を増やすことで、今まで一番

多くの人数が参加するという形に繋がってき
ているのですが、少し今年の春からコロナで
とまってしまっているというような状況では
あります。
CO-OP 教育に参加する学生というのは単
位化を多くしたということもあり、昨年の夏
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のときにはかなりの人数の学生が参加してく
れているというところです。ただ、少し課題
として挙げられますのは、CO-OP 教育に参
加してそのまま企業に就職して欲しいという
思いで進めてはいるのですが、実際に 10％
強ぐらいの人数しか参加した学生がそのまま
就職できていないというのがあります。ただ、
実際この CO-OP 教育で入った学生というの
は、事前に企業の仕事内容を理解して行って
おりますので、他の普通に入社した方よりも
成長が早かったりというところで、効果が見
えてくるのではないかと思っておりますので、
また情報を集めていけるように進めていきた
いと思います。以上です。

【早坂委員長】
どうもありがとうございました。一応今ま

で基準５までご説明いただきましたが、今度
は全般的に皆さまからご意見がありましたら、
今のも含めましてご意見を賜りたいと思いま
すが、いかがでしょうか。

【東委員】
私から財政基盤のところで少しお聞きした
いのですが、運営費交付金が 2 億 3,000 万円
ですか、あとは事業収入とか外部資金とかを
入れて、年間の総予算はどれくらいでしょう
か。授業料収入というのは別に、高専機構の
方からこれも含めて 2 億 3,000 万円ぐらいで
すか。

【髙橋校長】
そうです。

【東委員】
それで、あと外部資金が１億円ぐらいある
んですかね。外部資金の割合というのは総予
算の中でも大きいのですね。
それとあと人件費というのが出てこないの
ですが、どのぐらいなんでしょうか。

【髙橋校長】
人件費は７億円ぐらいです。

【東委員】
人件費を抜いてこの運営交付金が 2 億
3,000 万円。

【髙橋校長】
一つの目安として国から来るのは 10 億円
程度、それで７億円程度が人件費、それで残

61



りの 2 億 3,000 万円ぐらいが運営費です。
【東委員】

それくらいですか。外部資金獲得をよくや
られていると思いますが、その何人ぐらいの
先生が、スーパースターと言いますか、そう
いうのをとられて研究の方を活発にされてい
るのでしょうか。

【髙橋校長】
今大型予算をとって来られる教員は本当に
数名、５名もいないのではないかと思います。
ただ、それらの教員が確実にとってきて、そ
れで研究グループを構成して 10 名ぐらいの
研究グループが作られていますので、そこで
予算配分を上手くして、全体のレベルを高め
ているというふうにお考えいただければと思
います。

【東委員】
やはり外部資金獲得というのは重要だと思
うのですが、その研究だけではなくて教育も
含めて、その教員の業績の評価というのはど
のようにされていますか。

【髙橋校長】
研究の業績の評価、レーダーチャートみた
いなのを作って、教育と研究と社会貢献とか
五つぐらいの項目に分けて、それぞれ各一つ
の項目に対して 10 項目程度の例えば市民サ
ロンで講演しているかとか、これは地域貢献
になりますけれども、あとは論文の場合はジ
ャーナルに年間何報投稿して採択になってい
るかどうか、そういう項目を全部やって、そ
してトータルの点数を 100 点満点で評価し
て、この項目については何点以上であればＡ
評価にするとかＢ評価にするとか、そういう
決め方をして、先程少しレーダーチャートは
出たと思うんですが、そういうのをやらせて
いただいております。

【東委員】
それは全教員にきちんと説明されていて。

【髙橋校長】
それで非常に面白いのですが、教員の中で
国際貢献が全くできていない先生が結構おら
れます。それをはっきり提示することによっ
て、自分はこの部分が欠けていたんだなと。
例えば留学生を受け入れたりあるいは海外に
学生を引率していったり、そういったことで
構わないと。

【東委員】
ありがとうございました。

【皆川委員】
コロナの関係で学生寮改修工事をしている
というところもあったと思いますが、市営住
宅に確か３人ほど学生が入ったということが
あったかと思いますけれども、現状学生の住
環境、このコロナ対応もあってまだまだ大変
ではないかと思いますけれども、どんな課題
があるのかということを教えていただければ
と思います。
それから、企業メンター制度という少しお
話がありましたけれども、この企業メンター
制度というもののもう少し狙いというか、リ
カレント教育ということなんですけれども、
どういった取り組みなのか少しお話いただけ
ればと思います。

【髙橋校長】
最初の質問の寮については山田寮務主事か
ら、あと企業メンター制度については神田教
務主事からお答えをさせます。

【山田寮務主事】
市営住宅本当にありがとうございました。
非常に助かっております。
それで、今回のプレゼンというのは、昨年
度の事項ということだったので、プレゼンの
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資料を見てもらっ
ても誰もマスクを
していない状況か
ら分かると思いま
すが、今年度のも
のではないんです。
ただ、今年度のコ
ロナの話はやはり
皆さんお知りなり
たいと思いまして、
前期に遠隔授業を行ったのもすべて根幹は寮
の問題だったと思います。大学や高校と違っ
て本当に密な状態で、半分の学生が生活して
いる、この環境の中で高専を回していかなけ
ればいけない。前期は対策もはっきり分から
ない状態で、緊急事態宣言も出て、学校閉鎖
という形になって遠隔授業という流れになっ
ております。
今うちの学寮でもう一つ非常に頭が痛いの
は改修工事が入っているということで、居室
にたくさん入れることも密になるのでできず、
そして寮棟も多くなく、にも関わらず他の高
専に比べて寮生が非常に多いと、この状況が
非常に困った状況として、一方で改修はやら
ないと、もう 40 年ぐらい経っているもので
すから、先を見るとどうしても改修が必要と
いうところで、今は実際２寮改修しておりま
して、その段階では約 30 名の寮生の受け入
れを断っています。その中で、やはり近隣の
者が多いので、酒田地区から通うという学生、
あるいは市内の遠方、あるいは庄内町から通
うという学生が自動車で帰ったりもしている
のですが、鶴岡市からご提供いただいた市営
住宅に３名今入っています。今工事を行って
いるのは 30 名ぐらいで済むのですが、来年
度７寮の改修が入るとなると 100 名規模で

出さなければいけないという状況になってき
て、これは非常に頭が痛いところです。
今これからアンケート調査をして、昨日か
ら実際にしているのですが、例えば賃貸アパ
ート、大学だったらアパートに住んでいる学
生がたくさんいるのですが、高専の場合は寮
があって高学年までいられるというつもりで
入ってくる学生もいるものですから、今はそ
ういう学生、あるいは家庭の方で賃貸の方に
切り替えてもらえないかとか、あるいは通学
に切り替えてもらえないかという意向調査を
しているところです。ただ、昨年もそうだっ
たのですが、私も出るというふうにはなかな
か言ってくれないと思うので、そこで人数調
整は入ると思うんです。高学年から出すとい
うことなりまして、そうするとどうサポート
していいかというのは本当に頭が痛いところ
で、市営住宅さんの方にもお願いしなければ
いけませんし、場合によっては交通機関の方
にもある程度の折衝ができればと思っていま
すし、今それを検討しているところで非常に
頭が痛いところです。

【髙橋校長】
補足いたしますと、どうしても出ていただ
く学生は近隣の学生ということになります。
そうしますと、先にご覧いただいたように本
校は 75％が庄内地区ということで、やはり
酒田市出身の学生たちに高専から出てもらう
ということになろうかと思います。本当に彼
らが通おうとすると、やはり電車で鶴岡駅に
来て、それでバスでこちらに来るということ
になりますが、そのバスの本数が非常に少な
くて、しかも酒田市から鶴岡市に到着したと
きにはもうバスが行っているという状況にな
ります。ですから、庄内交通さんにお願いし
てバスの増発をお願いしないといけないかと

山田 充昭
副校長・寮務主事
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思っておりまして、今どの時間にバスを出し
ていただけたらいいかという具体的なことは
資料として持っておりまして、庄内交通さん
の方に今後お願いに行こうかというふうに思
っております。

【神田教務主事】
企業メンター制度について簡単にご説明申
し上げます。今技術は本当に進んでおりまし
て、高専の教員以上に技術者の方が先端の技
術力、また実務的なところを持っていると思
います。その企業の方から直接学生に向けて
講義をしていただくものが企業メンター制度
と呼んでいるもので、今年度コロナ禍で実施
はできていないのですが、本校１日３コマ制
にして 14 時 30 分から 17 時はフリータイム
にしたんです。その時間を使って希望する学
生に企業の方から講義をいただいて、先端の
実務的な技術を伝授いただければと思ってい
ます。特に本校のＯＢがこの地元企業に多く
勤務していますので、リカレント教育という
ことで企業の方が学生に教えることによって、
さらに自分自身の教育力が高まったりという
ことも期待しています。
かねがね企業の方々から、教員よりも学生
と話をしたいと言われるので、企業の方が直
接学生に語りかけて技術を紹介いただいて、
そういう場を設けて、ゆくゆくは地元企業の
方の教育とさらに地元企業への学生の就職ア
ップに繋がればという制度になります。

【永澤委員】
では、私から先程の説明の中で女性教員の
増加ということと、今社会的にも女性力をど
うやって社会に活かしていくかということが
今問題になっていますけれども、学生の方の
女性への何かアプローチ、女性への何かイベ
ントを行っているようですが、入学者関係も

含めて、その辺はどういう対応をなさってい
るかお聞かせいただいたらありがたいです。

【髙橋校長】
私の方から説明
致します。今、女
性教員は全教員
61 名中 6 名とい
うことで、その中
の３名が化学・生
物コース、それで
残りの３名が基盤
教育になっており
ます。私としては例えば機械であるとか情報
であるとか電気・電子であるとか、そういっ
たところに女性のバリバリした研究者が入っ
て来られればいいと思っています。今、学生
の女性比率は本校 15％でございます。いろ
いろ学生指導などをするときにはやはり同性
同士でないと指導できない面がございまして、
例えば寮にも先生にお泊りいただかなければ
いけないわけですから、そうすると女性の負
担が多い。ですから、３名程度増やすとちょ
うど 15％と、学生と同じ比率になりますの
で、それは推進していかないといけない課題
だろうというふうに思っております。あと、
女子学生は今後もっと増えてくるだろうと考
えていまして、女子学生がどれだけ高専を卒
業して活躍しているかみたいな冊子を用意し
て中学校等には配付しております。

【永澤委員】
ありがとうございました。

【西脇委員】
それでは、感想とお願いと質問をさせてく
ださい。
まず今日この会議に参加させていただくに
あたり、本当に大変申し訳ないのですが、自

髙橋 幸司
校長
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分の子どもが入っている部分はないですので
上っ面のことしか本当に知らないでいたなと
いうことを感じていたところでした。学校に
お邪魔する機会は願書を届けたりとか受験生
の引率とか、あとは今まで多く関わった生徒
が入学してお世話になった学校くらいの認識
しかなかったなというふうに思っています。
それで、少し調べてみたら昭和 38 年に開
校して、私はそのときは３歳でしたけれども、
物心ついた頃はもうすでに鶴岡市にすごい学
校があると、５年間通ってすごくいいところ
に就職して、そして鶴岡南高等学校よりも優
秀な学生が通う学校だというふうな、そうい
う評判が立ったということを、本当に子ども
心に記憶しております。ところが、教員にな
ってからしばらく、失礼ですけれども、若干
この点数で入られるのかと、この評定で入ら
れるのかというふうな時期も少しありまして、
いらない心配だったと思いますけれども、で
すが、近年本当にＶ字回復といいますか、倍
率から判断しますとそのような形でまた高専
の良さが見直されてきたというのは、この運
営協議会の規程は平成 14 年度で発足したと
書いてありますが、従来ずっと今日のような
会議を開いて自己評価それから外部評価を積
み重ねて課題を洗い出し、その解決策を講じ
ながらさらに高い目標を掲げるというPDCA
サイクルを回してきた成果だなというふうに
思います。本当に敬意を評します。
ここからはお願いなんですが、実は私は立
場としては田川地区中学校長会会長というこ
とで参加させてもらっています。ところが、
私は依頼を受けたときに充て職だからしよう
もないだろうなという軽い気持ちだったので
すが、なんとこの資料が 12 月２日に送られ
てきたときに、この七十何項目についても評

価するのが私の仕事なのかと実際少し引いて
しまいました。何もそんな内部のこともよく
分からないし、施設のこともさっぱり分から
ないしというふうに、少し自分の身に余る仕
事だなと思ったのです。
そこでお願いなのですが、会長職ではなく
て、例えば田川の中学校長会に代表を出して
もらうというふうな形にしてもらいたいと思
います。そうすると、私のようにもう今年し
かない者は１年しか出られません。またもう
何年か出られるのであればもう少しお役に立
てるとは思うのですが、ずっと遡ると田川の
中学校長会というのは１年しかやってないで
す。加藤忍前教育長さんを除いて１年しかし
てないんですよ。ですから、会長一色とする
のはやめていただいて、田川中学校長会に代
表を出してくださいという形で依頼をしてい
ただければ、確実に３、４年残りある者を選
びますので、そうすると何回も参加させてい
ただければ改善点とか課題というのが明らか
に見えてくると思います。その方がお互いに
win-win だと思いますので、ぜひそれは早急
に回答願いたいと思います。ただ、規程を見
ても田川中学校長会会長というものはないの
で、それで私は構わないのかなと思います。
２月には来年度の組織なども決めていきます
ので、ぜひ早めの回答をお願いします。

【髙橋校長】
検討させていただきます。ありがとうござ
います。

【西脇委員】
あと質問ですけれども、この冊子の中に昨
年の評価、定数が書いてあって、これが送ら
れてきたのと比較して見たら、昨年よりもア
ップしたのが 13 項目あったようでした。例
えば観点１－１－①から１－１－④はすべて
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評価が「２」から「４」に上がっていました
し、もっと他にも上がっていたのはダウンし
たのは１項目だけでした。そうすると、その
辺は、１点ぐらいでいいですけれども、どう
いう意味でアップしたのかということなどを
教えていただければありがたいと思います。

【髙橋校長】
先程西脇先生がおっしゃってくださったよ
うに、PDCA をただ回しているだけでそれ
でアップしたというふうにお考えいただけれ
ば、委員の先生方からご指摘いただいた点を
十分に考慮して、それに改善を加えてきたと
いうふうにお考えいただければと思います。
ただ、いろいろな社会情勢等に応じてこちら
が頑張っても対応しきれない部分はございま
すので、その辺でダウンしたものもいくつか
出てきているのではないかというふうに思っ
ております。

【西脇委員】
もう１点質問させてください。令和６年度
に中高一貫校がいよいよ開設になりますけれ
ども、中学校から入れるようになるわけです
が、これまでずっと鶴岡高専ということをこ
こから目指すという子どもたちもひょっとし
たら中学校の段階で、理数科も２学級設立さ
れるということで、そちらの方に流れてくる
子も少しは、実際優秀な子たちが進学するわ
けですので、中学校を選択する段階でそうい
う子たちも結構出てくるのではないかなと私
は考えております。そうすると、やはり一貫
校と上手く共存といいますか棲み分けをする
ために、これから高専さんとしてはどんな構
想がおありなのかということをお尋ねしたい
と思ったところでした。以上です。

【髙橋校長】
返事をするのが極めて難しい質問だろうと

思いますけれども、私自身が考えております
ので、鶴岡南高等学校と鶴岡北高等学校が一
緒になった中高一貫教育でございますので、
そんな意味では本校に与える影響というのは
さほどないのではないかと考えております。
例えばもっと他に鶴岡南、鶴岡北の他に中
高一貫校が出てきて、そこに生徒が大勢集ま
るような状況になった場合は本校はかなり大
きな影響を受けます。今でもやはり鶴南さん
鶴北さんとは競合する中で戦っておりますの
で、その意味ではそこが一貫校になる影響は
本校には少ないのではないかというふうに楽
観しております。神田からも何か。

【神田教務主事】
実は全国の高専で同じようなことが起きて
いまして、今各校で検討していますのは、先
程来出ているディプロマ・ポリシーの話にな
ります。各高専それぞれ地域性に合わせた地
域の産業に合わせたディプロマ・ポリシーを
もっと明確にして、鶴岡高専ならではの養成
する人材像をもっと明確にしていきたいと思
っています。そうすることで、先程ご指摘が
あった中高一貫校が本当に地元貢献するとか
地元の食文化に貢献するとか農業に貢献する
とか、もっと明確なディプロマ・ポリシーを
設置して対応していければと思っています。

【齋藤委員】
最後になってしまったのですが、私は卒業
生ですが、高専のことを褒めないといけない
のかなと思っていますので、実は私が鶴岡高
専に入学しよう、学校に入りたいなと思った
のが小学校６年生のときでした。あの当時私
は市内から父親のバイクの後ろに乗せてもら
って、あの学校はなんだろうという話から、
実は井岡の方までバイクで見に来たんです。
中には当然入れませんでしたし校内にも入っ
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てはいませんが、下から覗き込んでこんな立
派な学校が鶴岡市にあるんだということで私
の憧れだったんです。憧れて憧れて１年生、
２年生、３年生で担任の先生とか進学の先生
とかから話をいろいろと聞いたら、これだけ
の勉強をしてこれだけの成績でないと高専に
入られないんだよと、私の学校は小さい学校
なのでそんなに成績が良いとかそういう生徒
がたくさんいる学校ではなくて、山形新聞の
模擬テストで何番に入らないとだめと言われ
て、本当に頑張りました。特に３年生になっ
てから私は相当勉強を、１年生２年生のとき
は成績があまり良くなったので、ここに入り
たいがために頑張りました。私の将来こうい
う人間を形成してくれたのは鶴岡高専ですの
で、そのためにすごく頑張った覚えがありま
す。ですから、頑張れば誰でもできるという
のは、入りたいなと思っている子には言いた
いです。私みたいにあまり成績が良くなった
子でも入れるので、頑張れば入れるというこ
とを私は伝えたいと思っています。
あともう一つは、実はこの間の出来事なん
ですが、私が 112 号線から７号線に向かっ
て走っていたら、鶴岡高専の前に交差点があ
るわけです。信号が一つだけあります。あそ
こでたまたま私が赤信号で止まっていたんで
す。そしたら、高専の教職員の方々が交通指
導みたいなことをやっていました。交通指導
みたいな棒みたいなもので行ってくださいと
か止まってくださいとか指導していたわけで
すが、９月か 10 月頃でした。学生が番田の
方から高専に向かって通学して来た人が自転
車で２人たまたま出くわしました。すると、
出くわしたときに当然教職員と学生は挨拶す
るわけです。恐らくおはようございますと言
った、私は車で止まっていたので何を話して

いたか分かりませんでしたが、実は清々しい
気持ちで１日を過ごすことができたのです。
それが何かと言うと、たかだか挨拶で教職員
の顔と学生の顔の、何と言うのでしょうか、
微笑ましいというかにこにこして挨拶すると
いう、あれがやはり高専の教職員が学生を育
てていく一つなんだろうなと。たまたまその
教職員がその子を詳しく知っていたからその
子にはそういう挨拶をしたのかなと思ったの
ですが、二人目の子も同じわけです。という
ことは全員にそういうふうにこの教職員は接
触しているんだと思うと、本当に、自分が卒
業した学校なので清々しい気持ちになって１
日ほっこりしていて、大変そういう清々しい
光景に会えたなと思って、今改めて高専を褒
めるのにどうやって褒めたらいいかと思った
ので、そんな出来事がありました。
本当に高専の教職員の方々というのは学生
のことを一生懸命考えているし、そういう気
持ちで自然と学生と接することができるのが
良いところだというふうに私は思っています。
本当にありがとうございます。

【早坂委員長】
ありがとうございます。
最後に私から少し。今日は先生方いろいろ
ありがとうございました。委員の方々から今
日出たことをまとめるというわけにはいきま
せんが、全部書いてあると思うんですが、や
はり「PLAN」「DO」「CHECK」「ACTION」
というのが、これがやはり徹底しているなと
ことをこのコロナの時代におきましてもよく
分かりました。いろんな面で改革は進んでい
るだなということが分かりましたし、ただ足
りない点もやはり中にはありましたので、例
えば英語教育だとか、英語の先生は英語圏の
先生なんですか。
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【神田教務主事】
違います。ただ、外国人教員３名のうち２
名は英語堪能です。

【早坂委員長】
先の話にもありましたようにネイティブな
英語を学ぶにはやはりそういう人たちとの交
流をいかに持っていくかということが大事だ
と思うので、やはりフリーな時間帯にそうい
う接点を持たせるような、クラブまではいか
なくてもそういうふうなフリータイム時間な
どを作ってあげると結構楽しくできるのでは
ないかと思うので、ぜひそれをやった方がい
いと思います。
あと、K-ARC がこれできてもう５、６年
になりますよね。アントレプレナーという事
例が今までどういうふうな、例えば近年こう
いうようなトッピクスとして出ているんです
よということがあればお聞かせいただきたい
と思います。この間、テレビを見ていたら長
岡高専ご出身の方がアメリカの方に留学して、
そして帰ってきて、どうしてもやはり新潟で
起業すると、フラーでしたか、あのテレビを
見てやはり鶴岡高専もだいぶ伝統が出てきた
ので、そういう方が出てきてもおかしくない
のではないかと思うので、そういうような例
があったらお聞かせいただければありがたい
と思います。
そんなことでK-ARC も非常に実績と言い
ましょうか、出ているのではないかと思いま
すけれども、まだまだ世間に知れ渡っていな
いと思うんです。ですから、この辺のＰＲ活
動というか、そういうのをもっとやっていっ
た方が、慶應義塾大学先端生命科学研究所、
あそこはあそこなりに出ているので、連携を
しながらいろいろこれからまた、本当に大事
な先端研に一緒にいらっしゃるわけですから、

どんどんあそこからアントレプレナーがたく
さん出てくるようにやっていったらいいので
はないかと思うので、ぜひご期待申し上げた
いと思います。どうもありがとうございまし
た。

【髙橋校長】
K-ARC についてだけ申し上げますが、
K-ARC で活躍している教員たちが本校で外
部資金を持って来る、そういう教員たちとほ
ぼ等しい形になっています。ですから、
K-ARC をお借りして、あそこで非常に良い
設備等を導入して、そこで移って研究活動を
することによって、本校にいるのと違った環
境にいることによって研究に集中できると、
そういう設備があるということが彼らにとっ
て一番プラスなんだろうと思います。本日紹
介した外部資金の獲得で NEDOと AMED、
それぞれ 1,900 万円と、１億円超えてはいけ
ないということで 9,900 万円らしいのですが、
そういう外部資金をとってくれるようになっ
たのはK-ARCのおかげであろうと。
ただ、慶應の先端研のようにそこからベン
チャービジネスがいくつか出てくるかという
と、まだそこまではいっておりません。慶應
も今は 16 年目ですかね、本校もそのくらい
までには先端研に負けないようなベンチャー
ビジネスを出していきたいと。ただ、本校が
狙っているのは、研究シーズを展開している
ようなベンチャー、例えばスパイバーである
とかヒューマン・メタボローム・テクノロジ
ーズとか、ああいうところとは少し形の違っ
た、地域の市民活動を支えるようなベンチャ
ー、ボトムアップのベンチャーをそれぞれ出
していけるようにしたいというふうに考えて、
今はアントレプレナーシップ等を一生懸命教
育しているところでございますのでご期待い
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ただければと思います。よろしくお願いいた
します。

【早坂委員長】
最後に言うのを忘れたのですが、この就職
の件ですが、やはり高専さんの卒業生が地元
に残るケースが少ないと。コロナのこの時代
によってかなり皆さんの環境とか価値観とい
うのがだいぶ今は違っていると思います。一
旦向こうの方に出てもいいですがＵターンし
て帰ってくる、そのときに受け入れというも
のを、いろいろ窓口があるかもしれませんけ
れども、やはり積極的にそういう方々との交
流を深めていただいて情報を流していただく
ような、そういうことをやっていただくとま
た良くなるのではないかと思いますので、ぜ
ひどうぞよろしくお願いしたいと思います。
どうもありがとうございました。
何か他にございませんか。よろしいですか。
それでは、バトンを事務局にお渡しいたし
ます。どうもありがとうございました。

【片桐総務課長】
早坂委員長どうもありがとうございました。
それでは、校長の髙橋より改めまして委員
の皆さまに感謝の言葉を申し上げます。

【髙橋校長】
本日は長きにわたりまして本校の外部評価
をしていただきまして誠にありがとうござい
ます。非常に有意義な意見が多数出まして、
我々にとりましても大きな反省点もありまし
たし、また励みになるところもございました。
これを踏まえましてさらに一層の改革を進め
て皆さま方の期待に応えられるような鶴岡高
専にしていきたいと思っています。その際に
皆さま方にいろいろな面でお願いする機会が
出てこようかと思いますけれども、そのとき
にはぜひよろしくお願いいたします。本日は

ありがとうございました。
【片桐総務課長】

本日は長時間にわたりましてご意見を賜り
ましてありがとうございました。以上をもち
まして令和２年度鶴岡工業高等専門学校運営
協議会を閉会とさせていただきます。
なお、最後になりますけれども資料３の自
己点検評価表につきまして、後ほどメールで
送らせていただきますので、ご記入いただき
ましてメールかもしくは郵送で 12 月 18 日
頃までにご返送いただきますようお願いいた
します。
以上です。本日は誠にありがとうございま
した。
… ＜　了　＞
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